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・果実糖度の向上による市場評価の向上
・単収アップによる農家所得の向上、産出額の向上

炭酸ガスの午前午後施用によるイチゴの糖度向上と単収アップ

農業研究部

冬のイチゴ栽培では、ハウス内の炭酸ガス（ＣＯ２）濃度が外気より低くなるために、十分な光合成

を行うことができずに、単収や糖度の低下を招く。そこで、安定的に単収と糖度を向上できる炭酸ガス
施用技術の確立が求められている。

冬のハウス内炭酸ガス濃度は400ppm以下にまで低くなり、炭酸ガスが不足する。
そこで午前（8時～10時）と午後（15時～17時）に炭酸ガスを施用することで光合成能が高まる。

農業研究部 イチゴチーム

導入効果


